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本研究では、ミオシン MD の新規アクチン結合領域によるアクチン繊維の束化機構の解明を目的とした。従

来、ミオシンのアクチン結合領域（ABS）はモータードメイン（MD）の一領域のみに存在すると考えられてきた

が、先行研究により植物ミオシンⅪである MYA2 MD の N 末端領域が 2 つ目の ABS（2ndABS）として機能し、

アクチン繊維を束化することが示唆されていた。そこで、本研究では、高速 AFM を用いて MYA2 MD によるア

クチン繊維の束化現象を再度観察し、その実証を試みるとともに、MYA2 MD の N 末端領域に 2ndABS が存在

するかどうかの直接的な立証を目指した。 

MYA2 MD および束化活性を持たないシャジクモミオシンである CcM の N 末端領域を MYA2 に置換したキメ

ラミオシン（CcM-MYA2 Nt）を用いて、MYA2 MD の N 末端領域に 2ndABS が存在するかどうかを AFM による

直接観察によって明らかにすることを試みた。 

研究の結果、高速 AFM 観察により、MYA2 MD が 2 本のアクチン繊維の間に挟まり、アクチン繊維を束化す

る様子が確認された。この際、極性が揃ったアクチン繊維間でより束化が起こりやすい傾向が示唆された。一

方、CcM の N 末端領域を MYA2 に置換した変異体（CcM-MYA2 Nt）では、MYA2 MD と同様にアクチン繊維

を束化する様子が観察された。この結果は、MYA2 MD の N 末端領域に 2ndABS が存在し、アクチン繊維の束

化に寄与していることを強く示唆している。この変異体においても、極性が揃ったアクチン繊維間で束化が起

こりやすい傾向が確認された。 

これらの成果から、MYA2 MD および CcM-MYA2 Nt はアクチンの極性を揃えて束化を引き起こすことが明ら

かになった。現在、観察されたデータのうち、まだ極性判断が正確に行えていないデータが残っており、その

解析が進められている。高速 AFM 観察と並行して行われている in vitro 実験の結果と合わせて、本年度中の

論文投稿を目指している。本研究は、高速 AFM という先端的な技術を活用し、ミオシンによるアクチン繊維の

束化機構、特に新規なアクチン結合領域（2ndABS）の役割を明らかにする上で重要な進展を示したと言える。 
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